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千サ連・創立 40周年記念式典に 

県サ連 外口会長が出席 

 千葉市手話サークル連絡協議会の創立４０周年

記念式典が、令和6年2月3日（土）11時30分

から１５時３０分、千葉聴覚障害者センター３階多

目的ホールで開催されました。県サ連からは外口

会長が来賓として出席しました。 

式典は千サ連の田中和洋会長の挨拶から始ま

り、各関連団体代表からの祝辞のあと会食･交流

の時間となりました。そこからの催し物がとても

工夫を凝らした楽しい内容で、各テーブル代表に

よる落花生つかみ取りゲームで大いに盛り上がり

ました。続いて記念式典として田中清氏による記

念講演がとても楽しく、オープニングに実演した

演歌「北の宿から」に合わせた女目線、男目線の使

い分け手話表現に会場は心を鷲づかみにされま

した。 

 

第２０回冬季デフリンピック競技大会 

（トルコ・エルズルム大会）開催！ 

 

 

今大会で行われる６つの競技のうち、日本から

はアルペンスキー、スノーボード、カーリング、

フットサルの４競技に出場したみたい 

３月２日から１２日まで！ 

 

日の丸を背負って戦うデフ選手は３９名！ 

そして「千サ連の隠し部屋」と題したプログラム

は、田村貴子氏によるまさに「あつこの部屋」でし

た。ゲストに田中清氏と、らいおん千葉から村山

親子を迎え、ろう重複やコーダ等についての笑い

あり涙ありのトークショーが繰り広げられ、とても

楽しい時間でした。 

これからも末永く活動が続くことを願います。40

周年、おめでとうございました。 

 

 

日本選手団のスローガンは

WE ARE ONE 

～こころをひとつに～ 

頑張れ！ニッポン！ 
※詳しくは               ↑↑↑ 
全日本ろうあ連盟スポーツ委員会公式サイトへ 
https://www.jfd.or.jp/sc/erzurum2023/teamjapan/overview 
 

 

https://www.jfd.or.jp/sc/erzurum2023/teamjapan/overview
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県サ連ホームページ http://www.kensaren.sakura.ne.jp/ 

発 行：千葉県手話サークル連絡協議会 責任者：外口晴久 

 第 5回役員会議 3月 9日 南総ブロックについて 役員選出について 

第２０回県サ連定期総会とイベントについて 他  

 

サークル紹介 ３月３日 第４６回耳の日まつり開催 

「いつでも、どこでも、

だれとでも、どんなと

きでも、手話でつなが

る街」をキャッチフレー

ズに四街道市文化セン

ターにて開催された耳

の日まつりには、およ

そ８００人もが大結集。 

第１部式典では来賓の市長が冒頭の挨拶を手

話で披露し、来賓紹介では市議会議長も手話を使

っての挨拶があり、会場から嬉しそうに喜ぶ声が

上がりました。 

元千葉県知事の堂本曉子氏のミニ講演では、今

年１月に施行された『千葉県多様性条例』※の重

要性について、ご自身の経験とともに語ってくだ

さいました。「障害の有無にかかわらず、我慢や無

理のない社会、差別や不利益を受けることのない

千葉県に」と語られ、「差別する側とされる側とい

う対立の構図を克服し、すべての人が暮らしやす

い社会を目指して理解し協力し合うことが大切」

と締めくくられました。 

 

第２部アトラクションでは、四街道太鼓みかさ会

による和太鼓演奏や、千葉敬愛高校ダンス部によ

る見事なパフォーマンスが会場を魅了しました。 

また記念講演では、映画「ヒゲの校長」で高橋先

生に影響を与えたとされる人物、福島先生役をさ

れた前田浩氏（大阪ろう就労支援センター理事

長）が登壇されました。「ろう教育と手話の歴史」

と題して、差別的な一枚の絵「和漢三才図会」から

始まり、当時のろう者が社会で独り立ちできない

構図をわかりやすく解説。そんな当時に海外派遣

先で、働く外国のろう者を見て驚いた山尾庸三氏

が、その後のろう教育に携わっていく様子を、聾

学校の成り立ちや手話・口話教育について等々、

歴史とともにたくさんの貴重な写真を伴いながら

ご講演くださりました。 

 

 

 
 

 

こんにちは 県サ連会長の外口です。 

県サ連は今年で創立 20 年になります。創立するにあたり、千葉県の全地域からたくさんの手話サークル
が集まり、約１年半かけて話し合いをしたのが、つい先日の様に思い出されます。 
手探りで様々な事を話し合って会則を決めてスタートしました。しかし、誕生したての、ヨチヨチ歩きの県

サ連に入ってはみたものの、思っていた団体とは違うと判断されて、退会していったサークルも、少なくはあ
りませんでした。活動していく中での不具合、落ち度があった時には、その都度修正してきましたが、退会さ
れたサークルの皆様、また未加盟のサークルの皆様には、その内容や今現在の活動をお伝えするには難しい
ものがありました。 
今現在、県サ連は、ろう協会やちば通研のお力を借りて、県サ連に加盟していない地域に呼んでいただ

き、説明をさせていただいております。もし、ご要望がありましたら、ぜひ、お声掛けください。 
また、県サ連ホームページには、活動内容の分かる広報誌を載せてあります。ぜひご覧ください。 
継続は力なり！ ここまで２０年、続けてこられたのは、皆様のおかげでございます。 
今後、デフリンピックや、全国ろうあ大会に向けて、また、ここのところ頻発する地震などの災害に向けて、

千葉県が一体となる必要がある！ と強く思っております。 
ろう協会の皆様、ちば通研の皆様、各関連団体の皆様、そして手話サークルの皆様、今後とも県サ連にご

協力のほど、よろしくお願いたします。                        県サ連 会長  外口晴久 

http://www.kensaren.sakura.ne.jp/

